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（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　富　山　大　学

（２） 大　学　名

　　　　富　　山　　大　　学

（３） 大学本部の位置

　　　　富山県富山市五福３１９０

平成17年10月富山大学，
富山医科薬科大学，高岡
短期大学の再編統合が予
定されており認可時は選
考中であったため　⑱
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　芸術文化学部 ４ １１５ 人 ４６０

　　芸術文化学科

学士(芸術文化学)

報告年度

区　分

人 人 人 人
(　－　) (　 　) (　 　)

115 115 　 　
　 (　－　) (　 　) (　 　)

969 534

　 (　－　) (　 　) (　 　)

817 421

　 (　－　) (　 　) (　 　)

148 141

　 (　－　) (　 　) (　 　)

138 118

入学定員超過率 　 (　－　) (　 　) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.20 1.02

報告年度

学　年

[　 １] [　－ ] [　　 ] [　　 ]

138 118

[　１ ] [　　 ] [　　 ]

136

[　　 ] [　　 ]

[　　 ]

[　１ ] [　１ ] [　　 ] [　　 ]

138 254

Ｂ　 入学者数

１．１１倍

志願者数

合格者数

　　　　わたって該当する場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を備考欄に付記してください。 該当が
　　　　ない年には「－」を記入してください。

　　　２　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学の状況が複数年次に

Ａ　 入学定員

受験者数

平均入学定員
超 過 率

備　　考平成１９年度 平成２０年度平成１８年度 平成２１年度

（注）１　４月２０日現在で記入してください。

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部・学科（専攻を置く場合は専攻）ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１６年度開設の場合（平成１９年度までの４年間）で示していますが，開設年度に合わ
　　　　せて作成してください。また，修業年限が５年以上の場合には，適宜，欄を設けて作成してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

認 可 時 の 計 画
備　　　　　考

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

備　　　　　考平成１８年度

（注）１　４月２０日現在で記入してください。

　　　３　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの各年度の入学定員超過率の平均を記入
　　　　してください。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入

　　　２　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。
　　　３　開設２年目以降は，前年度までの記入を残したまま，当該年度に記入してください。

　　　４　開設２年目以降は，前年度までの記入を残したまま，当該年度に記入してください。
　　　　し，平均入学定員超過率も同様の方法としてください。

１年次

２年次

３年次

４年次

計

２



区　分

報告年度

人 　

［　　　　］ 左記のうち，

２ 　平成１８年度入学者 ２人 

人 左記のうち， 　

［　　　　］ 　平成１８年度入学者 人 

　平成１９年度入学者 人 

人 左記のうち， 　

［　　　　］ 　平成１８年度入学者 人 

　平成１９年度入学者 人 

　平成２０年度入学者 人 

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学・編入学　　　・海外留学

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　てください。

　　　２　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　３　「入学者数に対する退学者数等の割合」欄は，各年度における退学者等の数を開設年度から当該年度まで

　　　　点以下第１位までを記入してください。

入学者数に対する
退学者数等の割合

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　４　「主な理由」欄は，下の項目を参考に記入してください。

（主な理由）
・他の教育機関への入学

１．４％　

　　　　の入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数

退学者等の数 退学者等の数の入学年度ごとの内訳

（主な理由）

（注）１　各年度の入学者ごとに退学者数（各報告年度４月２０日現在で，前年度までの入学者について）を記入し

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

（主な理由）

％　

％　

３



　

教育効果を考慮し，平成１８年
度から変更⑱

　 　

　 １

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　健康スポーツⅠ １ １ 　 　 １ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　EUCによる情報処理入門 １ 　 ２ 　 　 ★ ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによるﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 １ 　 ２ 　 ★ ★ １

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　コンピュータの基礎 １ 　 ２ 　 ★ ★ ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　情報処理入門 １ ２ 　 　 ★ １ ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　中国語読解 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

２ 　 　 　 　 　 　

備　　　　考授業科目の名称

２　　ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中級１

　　ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門１ １ １

　　英文表現・理解Ａ－１

　　英文表現・理解Ａ－２ １

配 当
年 次 必　修 選　択 自　由 講　師 助　教 助　手

単位数又は時間数 専 任 教 員 配 置

教　授 准教授
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１

★

　

　

★

　

★

★

　

１

★

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

１

　

　

　

　

２

　

２

２

　

　

２

２

２

　

２

２

　　

　

１

　

　

１

　

　

　

　

２

　

２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

　

１

　

２

　

２

２

　

　

１

２

１

１

　

１

教養教育科目

　（リテラシー科目） 　

　　ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門２

　　ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中級２

　　英文表現・理解Ｂ－１

　　インターネット英語

　　英文表現・理解Ｂ－２

　　中国語作文Ⅱ

　　資格の英語(TOEIC/英検)

　　中国語会話Ⅱ

　　中国語作文Ⅰ

　　中国語会話Ⅰ

　 ★ 　 　

　 　 　

　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

（１） 授業科目表

＜芸術文化学部　芸術文化学科＞

２　授業科目の概要
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　　西洋演劇の歴史 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　西洋絵画の見かた １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　日本美術の見かた ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　文化と観光 １ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　文化と政策 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

２ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　芸術の社会学 ３ ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　建築と文化 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　地域と文化 １ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　身近な医学 ４ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ボランティアの世界 ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　人と道具 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　人と金属とものづくり ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ヒト・身体(からだ)･道具 ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　生活の中のデザイン １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　生活と環境 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　暮らしとインテリア ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ライフスタイル １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　（幅広い教養） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　そして生命(いのち) 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　心(こころ),身体(からだ),1･2･3 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　富山学－わたしの富山 1･2･3 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　感性をはぐくむ 1･2･3 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　（立山マルチヴァース） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　プロジェクトゼミ １ ２ 　 　 ★ ★ ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　基礎ゼミ １ ２ 　 　 ★ ★ ★

　 ★

　 　 　 　 　 　 　

　　健康スポーツⅡ １ １ 　 　 ★ 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲
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　　人と木のある暮らし １ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　人と空間 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

１ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　技術と社会 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　建築とリサイクル ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　世界の英語 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　情報の読み方 ２ 　 ２ 　 　 　 　

　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　インターネットの仕組み １ 　 ２ 　 　 　 １

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　管理会計 ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　会計の仕組み ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

２ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　生産管理 ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　国際ビジネス ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　経営の仕組み ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　経済の仕組み ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　アメリカ社会文化論 ４ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ジェンダー ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　まちづくり ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　異文化理解文献研究(中国語) ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　異文化理解文献研究(英語) ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　金属と装飾 ４ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　メディアアートの楽しみ １ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　中国の言語と文化 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　中国の演劇 ４ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　デザインの世界 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　デザイン工芸概論 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　 　 　 　 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲

教育効果を考慮し，平成１８年
度から変更⑱
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　　工作の楽しみ ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　 　 　 　 　 　

　

　　美術の楽しみ(形で表現する) ３ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

２ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　美術の楽しみ(色で表現する) ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　造形のための化学入門 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　造形のための物理入門 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　造形のための数学の入門 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰの世界 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　造形図法 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　形の発想 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　力と形 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　物質と科学 １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　

　　インタラクティブアート入門 １ 　 ２ 　 　 　 １

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　意匠と文様 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 １ 　

　 　

２ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　音楽文化論 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　伝統文化論 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　西洋美術史 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　日本美術史 ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　美学 ２ 　 ２ 　 　 １ 　

　 　

　（芸術の理解） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　（学部共通科目） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

専門教育科目 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　展示・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ英語 ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとﾃﾞｻﾞｲﾝ概論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　　水泳・水中運動 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲

教育効果を考慮し，平成１８年
度から変更⑱

　 　

　　近代デザイン工芸論 １ 　 ２
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　　基礎造形表現（立体） １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　基礎造形表現（平面） １ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　デザインプレゼンテーション ２ 　 ２ 　 ★ 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　アイデア発想法 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　（造形芸術・デザインの技法） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　工芸・デザイン材料 １ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　基礎デザイン演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　　働態学 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　金属工芸技術史概論 ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　光と色彩の科学 ２ 　 ２ 　 ★ 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　原価管理 ２ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

３ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　社会調査法 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　社会環境と価値観 ２ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　マーケティング １ 　 ２ 　 １ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　電子ビジネス概論 ２ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　メディアアート基礎 １ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

２ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　高齢化社会の情報文化 １ 　 ２ 　 　 １ 　

　 　

２ 　 　 　 　 　 　

　 　

　　デザイン史 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　工芸史 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 ★ 　 　　　建築史 ２ 　 ２

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ものつくりのための描写演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　生活用具制作 ２ 　 ２ 　 ★ ★ ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　　ビジュアル基礎演習 １ 　 ２ 　 　 　 ★

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲

　（芸術文化と自然・社会との
関係の理解）

教育効果を考慮し，平成１８年
度から変更⑱

教育効果を考慮し，平成１８年
度から変更⑱
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　　造形基礎演習（木彫） ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　絵画基礎 １ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　絵画論 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　（造形関連） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ﾃﾞｻﾞｲﾝ工芸のためのCAD演習 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　CADを用いた家具設計の基礎 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　デザインとユビキタス社会 ３ 　 ２ 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　情報ネットワーク ３ 　 ２ 　 　 ★ ★

　 　

　　Ｗｅｂ基礎演習 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによるﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　（情報処理関連） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　（基幹科目） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　UNIXとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの基礎２ ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　UNIXとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの基礎１ ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　　デザイン工芸のための機械操作 １ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　クラフト・デザイン ２ 　 ２ 　 　 　 １

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　複合鍛金 ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　鋳金工芸基礎演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　素地加工法 ３ 　 ２ 　 　 １ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　回転体制作基礎演習 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　（工芸関連） 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｱｰﾄ基礎演習 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　漆工技法・材料 ２ ２ 　 　 ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　絵画技法・材料 ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　彫刻基礎演習（塑造） １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　　抽象立体表現 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　
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　　家具構法 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　漆工基礎演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　金工制作法 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　金工基礎演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

　　造形発想の手法 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　

　　工芸制作入門 １ 　 ２ 　 　 ★ ★

　 　 　　 　　　　　

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　木工具演習 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　成形合板演習 ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　

２ 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　漆素地制作 ２ 　 ２ 　 ★ 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　漆塗装 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　漆用具製作 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

１

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　クラフト製品の量産 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

★

１ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　木工機械加工実習 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

１

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　コース共同課題 ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（デザイン関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　シンボルデザイン演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　デザインマネジメント概論 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　デザインマネジメント演習 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ａ ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

１

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　パッケージデザイン論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　デザインリサーチ ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　デザイン調査法 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　メディア・プレゼンテーション ３ 　 ２ 　 ★ 　 　 　

　　 　 　 ★　　木工基礎演習 １ 　 ２

　

　 　

　 　 　 　 　 　

　　蝋型鋳造 ２ 　 　

　 　 　

　

教育効果を考慮し，配当年次を
変更⑲
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　　シルクスクリーン演習 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　デザイン製図演習 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　製品評価法 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　サーフェスデザイン ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（建築関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　住居論 １ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築計画 ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　近・現代建築意匠 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　構造力学１ ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　材料力学 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

２ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境工学 ３ 　 ２ 　 　 １ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境工学設計演習 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　人間工学概論 １ 　 ２ 　 　 　 １

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　人間工学測定法 ２ 　 ２ 　 　 　 ★

　

★

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築製図 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

１

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（材料関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形金属材料入門 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形工学基礎 ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　技術開発論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　金属材料加工法 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　木質材料入門 １ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　有機材料入門 ２ 　 ２ 　 　 １ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形工学基礎実験 ２ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　

１

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（芸術文化論関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　現代美術論 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲
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　　現代工芸論 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　伝統芸能論 ２ 　 ２ 　 　 　 １

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　地域産業論 ３ 　 ２ 　 　 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　文化と行政 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　国際観光論 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　観光英語 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　アートマネジメント総論 ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　博物館概論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

２ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　情報造形論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　保存と修復 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（展開科目） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（情報処理関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｱｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　　ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｱｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　　ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｱｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ総合 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　　図形情報実習 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

１

　　メディアアート技術論 ３ 　 ２ 　 　 １ 　

　 　 　 　　 　 　

　 　 　 　　（造形関連） 　 　 　 　

　　ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｱｰﾄ応用演習 ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　

　　

　

　

　

　

　

　　絵画Ａ ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　絵画Ｂ ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　絵画Ｃ ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境絵画Ａ ２ 　 ２ 　 　 １ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境絵画Ｂ ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境造形Ａ（塑造） ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　環境造形Ｂ（木材） ３ 　 ２ 　 ★ ★ 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲
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　　環境造形Ｃ（金属） ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　金属立体造形 ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　彫刻実習Ⅰ（木彫） ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　彫刻実習Ⅱ（木彫） ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　彫刻実習Ａ（塑造） ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　彫刻実習Ｂ（塑造） ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｱｰﾄ総合実習 ４ 　 ２ 　 　 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（工芸関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　工芸プロダクト・デザイン ３ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　原型制作 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　込型鋳造 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

２ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ジュエリー制作 ３ 　 ２ 　 　 １ 　

　

１

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　石膏鋳造 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　鍛金 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　生型鋳造 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　蒔絵 ３ 　 ２ 　 ★ ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　螺鈿 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　漆造形表現 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　食器制作 ４ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　変わり塗り ３ 　 ２ 　 　 １ 　

　

★

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　家具デザイン・制作 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

★

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　工芸プロダクト・制作 ３ 　 ２ 　 ★ 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（デザイン関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ４ 　 ２ 　 １ 　 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲
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　　広告デザイン演習 ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ブランドデザイン ４ 　 ２ 　 　 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　サインデザイン演習 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　プロダクトデザイン ２ 　 ２ 　 ★ １ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　事業計画立案演習 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ｂ ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

★

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ｃ ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

★

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　形態発想実習 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　プロダクトデザイン実習Ａ ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　プロダクトデザイン実習Ｂ ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（建築関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築論 ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

３ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築生産 ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築設備 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築法規 ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　木質構造 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

２ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　建築材料 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　構造力学２ ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　空間デザインＡ（ｼｪﾙﾀｰ） ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　空間デザインＢ（家具） ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　空間デザインＣ（戸建住宅） ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

★

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　空間デザインＤ（集合住宅） ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　空間デザインＥ ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　　（非木造の特殊建築物） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　空間デザインＦ（ｲﾝﾃﾘｱ） ４ 　 ２ 　 ★ 　 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲
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　　人間工学設計法 ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　木質構造実習（木造軸組住宅） ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（材料関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料（金属材料） ３ 　 ２ 　 　 １ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料（有機材料） ２ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料（表面処理） ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料（木質材料） ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形金属新素材 ４ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　塗料化学 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料実験（金属材料） ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料実験（表面処理） ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

２ 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料実験（木質材料） ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　造形材料実験（有機材料） ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（芸術文化論関連） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論（公演芸術） ２ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　マーケティング・マネジメント ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　鑑賞と批評（日本美術） ３ 　 ２ 　 １ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　鑑賞と批評（伝統芸能） ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境芸術論 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　環境美学 ３ 　 ２ 　 　 ★ 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　企業メセナ論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　プロデュースシステム ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　ＮＰＯ企画演習 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　パブリックアート論 ２ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　都市計画と文化 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　 　

教育効果を考慮し，平成１９年
度から変更⑲
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備　　　　　　　　考
認　可　時　の　計　画

科目

１０

科目

２６７

必　修 選　択 自　由 計 自　由 計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択

科目 科目

２７７

[　　０]

科目

[　　０]

科目

[　　０]

（２） 授業科目数

科目

[　　　]

科目

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　伝統思想論 ３ ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　地域と文化事業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　文化施設計画論 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　日本美術史料研究 ３ 　 ２ 　 ★ 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　伝統文化資料研究 ３ 　 ２ 　 　 　 ★

　

　

　 　 　 　 　 　 　

　

　

　（卒業研究・制作） 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　卒業研究・制作 ４ ８ 　 　 ★ ★ ★
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当なし

　　　　を朱書きで見え消し修正してください。

未開講科目と廃止科目の計

認可時の計画の授業科目数の計
＝

　　　　してください。なお，授業科目は当該調査対象学部・学科（専攻を置く場合には専攻）ごとに記入してくだ

　　　　るとともに，その理由及び報告年度を（丸数字）を「備考」欄に朱書きしてください。

　　　　　なお，２年目以降に更なる変更があった場合には，前年度の朱書きを黒字に戻した上で，当該年度の変更

０．００

（注）１　「(１)　授業科目表」は，設置認可申請書の様式第２号（その２）に準じて作成してください。

　　　２　大学にあっては４年間又は６年間，短期大学にあっては２年間又は３年間の授業科目すべてについて記入

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

　　　　［　］内に差し引き数を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　る場合には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　　　また，授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについ

　　　　ては，「専任教員採用等設置計画変更書」の提出日等を「備考」に記入してください。（今後，審査を受け

　　　４　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

　　　　さい。
　　　３　認可時の計画を上の２による記入し，変更のあったものについては，変更部分を朱書きで見え消し修正す

　　　５　「(３)　未開講科目」は，配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業

　　　　科目について記入してください。なお，理由についてはできるだけ具体的に記入してください。

　　　６　「(４)　廃止科目」は，認可時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由についてはできるだけ具体的に記入してください。

　　　７　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　８　「(６)　「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。
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備考

　

土地購入　⑱

校舎の改修　⑱

国　費

12,357 1,134 995,000

平成17年10月富山大
学，富山医科薬科大
学，高岡短期大学が再
編・統合したため　⑱

平成17年10月富山大
学，富山医科薬科大
学，高岡短期大学が再
編・統合したため　⑱

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕

平成17年10月富山大
学，富山医科薬科大
学，高岡短期大学が再
編・統合したため　⑱

7,862
弓道場・武道館

22 4

　　　　　8　　　室　　　　 22      室         40      室
            10              4

276,866(276,866) 276,866(276,866)

　

0(0)

711,680(1,370)

663,857(1,367)

711,680(1,370)

663,857(1,367) 0(0)

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡ ㎡ ㎡
(１) 校　　地　　等

㎡

276,134(276,134)

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡ ㎡

新設学部等の名称 室　　　　　　数

芸術文化学部　芸術文化学科

0(0) 0(0)

(４) 専任教員研究室
44 室

冊

       940〔240〕

（68,670〔12,590〕） （　900〔230〕）

３　施設・設備の整備状況，経費

㎡ ㎡

276,134(276,134)

955

実験実習室

187

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

2,150 136 0

〔うち外国書〕 点 点 点

       940〔240〕

（68,870〔12,590〕） （　900〔230〕）

〔　　〕　

〔　　〕　

( 1,750 )

（ 　0 　）（　　　〔　　〕） ( 1,750 ) (  136  )

千円

0

(  136  ) （ 　0 　）

開設年度
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円

千円

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

              1,469    ㎡
プール・テニスコート

千円 千円 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第４年次

設備購入費

図書購入費千円 千円

千円

区　　分

千円

第３年次 第５年次 第６年次

千円 千円

開設前年度 完成年度

千円

演　習　室

千円 千円 千円

語学学習施設

（補助職員　0人）

　　　　　1　　　室

情報処理学習施設

　　　　　2　　　室

（補助職員　0人）

図
書
・
設
備

(５)

講　義　室

111(３) 教　　室　　等

75,870〔14,390〕

種

75,870〔14,390〕

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

                966    ㎡

完成年度

　

                 86    席

面　　　　　積

芸術文化学部

        　　  58,000　　冊

閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

計
2,150

（　　　〔　　〕）

136
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４　既設大学等の状況

大 学 の 名 称 　富　山　大　学 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人
人文学部 4 ３年次 学士 昭和52富山市五福3190番地

　人文学科 185 10 760 1.04
計 185 10 760

人間発達科学部 4 学士 平成17 〃
　発達教育学科 80 320 1.05
　人間環境システム学科 90 360 1.12

計 170 680

経済学部［夜間主ｺｰｽ内数］ 4 ３年次 学士 昭和28 〃
　経済学科 155 620 1.05

［20］ ［80］ 1.20
　経営学科 135 10540 1.04 昭和49

［20］ ［80］ 1.20
　経営法学科 115 460 1.08 昭和54

［20］ ［80］ 1.10
計 405 1,640

［60］ 10［320］

理学部 4 ３年次 学士 昭和52 〃
　数学科 50 200 1.08
　物理学科 40 160 1.06
　化学科 35 10 140 1.11
　生物学科 35 140 1.08
　地球科学科 40 160 1.04
　生物圏環境科学科 30 120 1.09 平成 5

計 230 10 940

医学部 学士 昭和50富山市杉谷2630番地

　医学科 6 902年次 5 565 1.00
　看護学科 4 603年次10 260 1.01 平成 5

計 150 15 825

薬学部 学士 昭和51 〃
　薬学科 6 55 330 1.05
　創薬科学科 4 50 200 1.01

計 105 530

工学部 4 ３年次 学士 昭和24富山市五福3190番地

　電気電子ｼｽﾃﾑ工学科 88 352 1.04
　知能情報工学科 78 30 312 1.05
　機械知能ｼｽﾃﾑ工学科 88 352 1.09
　物質生命ｼｽﾃﾑ工学科 151 604 1.07

計 405 1,680

人文科学研究科 2 修士 昭和61富山市五福3190番地

　文化構造研究専攻 5 10 1.90
　地域文化研究専攻 5 10 0.70

計 10 20
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教育学研究科 2 修士 平成 6 〃
　学校教育専攻 6 12 0.92
　教科教育専攻 32 64 0.81

計 38 76

経済学研究科 2 修士 平成 3 〃
　地域・経済政策専攻 4 8 1.88
　企業経営専攻 4 8 4.13

計 8 16

生命融合科学教育部 博士 平成18富山市五福3190番地

　認知・情動脳科学専攻 4 9 36 0.50 富山市杉谷2630番地

　（博士課程）
　生態情報ｼｽﾃﾑ科学専攻 3 4 12 2.13
　（博士課程）
　先端ﾅﾉ・ﾊﾞｲｵ科学専攻 3 4 12 0.88
　（博士課程）

計 17 60

医学薬学教育部 平成18富山市杉谷2630番地

　医科学専攻 2 15 30 修士 0.73
　（修士課程）
　看護学専攻 2 16 32 修士 0.72
　（修士課程）
　薬科学専攻 2 30 60 修士 1.60
　（修士課程）
　臨床薬学専攻 2 16 32 修士 0.94
　（修士課程）
　生命・臨床医学専攻 4 18 72 博士 0.92
　（博士課程）
　東西統合医学専攻 4 7 28 博士 0.36
　（博士課程）
　生命薬科学専攻 3 18 54 博士 0.69
　（博士課程）

計 120 308

理工学教育部 平成18富山市五福3190番地

　数学専攻 2 12 24 修士 0.83
　（修士課程）
　物理学専攻 2 12 24 修士 0.79
　（修士課程）
　化学専攻 2 10 20 修士 1.75
　（修士課程）
　生物学専攻 2 10 20 修士 1.50
　（修士課程）
　地球科学専攻 2 10 20 修士 0.55
　（修士課程）
　生物圏環境科学専攻 2 10 20 修士 1.05
　（修士課程）
　電気電子ｼｽﾃﾑ工学専攻 2 33 66 修士 1.33
　（修士課程）
　知能情報工学専攻 2 27 54 修士 1.17
　（修士課程）
　機械知能ｼｽﾃﾑ工学専攻 2 33 66 修士 0.95
　（修士課程）
　物質生命ｼｽﾃﾑ工学専攻 2 60 120 修士 0.94
　（修士課程）
　数理・ﾋｭｰﾏﾝｼｽﾃﾑ科学専攻 3 5 15 博士 1.00
　（博士課程）
　ﾅﾉ新機能物質科学専攻 3 6 18 博士 1.17
　（博士課程）

20



　新ｴﾈﾙｷﾞｰ科学専攻 3 5 15 博士 0.30
　（博士課程）
　地球生命環境科学専攻 3 5 15 博士 1.30
　（博士課程）

計 238 497

（注）１　学校法人又は地方公共団体（公立大学法人）が，すでに設置している大学の学部，学部の学科，短期

　　　　大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等専門学校ごとに，状況を記入し

　　　　てください。

　　　２　認可申請書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。

　　　３　「定員超過率」欄には，各修業年限に相当する期間（学年進行中の場合は，設置後経過した年数分）

　　　　における入学定員超過率の平均を４月２０日現在で記入してください。

　　　　　入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　　なお，学生募集停止中の学部等については，「－」を記入するとともに，「備考」欄に「平成○年度

　　　　から学生募集停止」と記入してください。
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変　　更　　状　　況認　可　時　の　計　画
備　　　　　考

講　師 助　教 計 助　手計 助　手 教　授 准教授教　授 准教授 講　師 助　教

（１） 担当教員表

５　教員組織の状況

＜芸術文化学部　芸術文化学科＞

8 2814 7 48

［　　1］ ［ △1］ ［　　0］

13 7

（３） 専任教員交代の理由

0

（　27）（　10） （　　7） （　  ） （　44） （　　6） ［　　5］ ［　　5］ ［ △8 ］

5 53

（２） 専任教員数

27

アルゼンチンで，有機農法による野菜作りを行うため，平成17年９月３０日付けで退職した。

番　号

１

２

３

職　位

助教授

専任教員氏名

Christopher Ramsdel

辞任（就任辞退を含む）等の理由
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）１　「(１)　担当教員」は，調査対象学部・学科等（専攻を置く場合には専攻）ごとに授業を担当するす

　　　　べての教員（助手を除く。）について記入してください。（認可申請書の様式第３号（その１）に準じ

　　　　て作成してください。）

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目

　　　　を担当する教員組織に所属している場合は，「共通」としてください。

　　　２　「認可時の計画」欄には，認可時における完成年度までに就任予定の教員（助手を除く。）すべてに

　　　　ついて記入してください。

　　　３　「変更状況」欄には，変更があった教員についてすべて記入し，「変更状況」の欄には朱書きでの記

　　　　入とし，「備考」欄にその理由，報告年度（丸数字）を朱書きしてください。

　　　４　就任予定年月を過ぎてもなお未就任の者については，「変更状況」欄の「就任年月」欄を朱書きで記

　　　　入し，「備考」欄にその理由，報告年度（丸数字），当該教員の担当予定科目についての措置等を記入

　　　　してください。（記入例参照）

　　　５　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　６　退職者は「備考」欄に退職年月，理由を記入してください。

　　　７　２年目以降に更なる変更があった場合には，異動者について，前年度の朱書きを黒字に戻した上で当

　　　　該年度の変更を朱書きで追加記入してください。「備考」欄についても同様の記入方法としてください。

　　　　（例：平成１９年４月に就任予定であった○○○○教授が就任を辞退したため，平成１９年４月から

　　　　◆◆◆◆と◇◇◇◇の２名の兼任講師に変更し，さらに，平成１９年１０月から●●●●専任教授に

　　　　変更する場合の例。）（記入例参照）

　　　８　「専任・兼担・兼任の別」欄については，専任・兼担・兼任の別を専任・兼担・兼任の順に記入して

　　　　ください。

　　　９　「職名」の欄には，教授・准教授・講師・助教の別を記載するとともに，専任及び兼担教員について

　　　　は，それぞれの区分の中で，教授・准教授・講師・助教の順に記載してください。

　　１０　年齢は，就任年度に関わりなく，「認可時の計画」欄には，開設時現在の満年齢を，「変更状況」欄

　　　　には，当該年４月１日現在の満年齢を記入してください。

　　１１　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は

　　　　「昇格」をいう。）は，変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は

　　　　「後任未定」及び今後の採用計画を「備考」欄に記入してください。また，「専任教員採用等年次計画

　　　　変更書（ＡＣ）」を提出し，「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を

　　　　提出し，教員判定の結果が出ていない場合は「○年○月変更書提出済」，変更書を提出予定の場合は

　　　　「○年○月変更書提出予定」と記入してください。前判定があり審査が不要となる教員についてはその

　　　　前判定とその授業科目名称をそれぞれ「備考」欄に（　）書きで記入してください。（記入例参照）

　　　　　なお，「専任教員採用等年次計画変更書（ＡＣ）」作成要領（ｃ）に該当するものである場合は，

　　　　「備考」欄にその変更の理由，変更年度（丸数字）等のみを記入してください。

　　１２　「(２)　教員数」の「認可時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時

　　　　の状況を記入し，「変更状況」欄には，当該年４月１日現在（就任年月に達していない者を含む）の状

　　　　況を記入するとともに，［　］内に差し引き数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　１３　「(３)　専任教員交代の理由」欄には，認可時の計画からの専任教員交代の理由について，できるだ

　　　　け具体的に記入してください。

　　１４　「(４)　専任教員交代に係る大学の所見」欄には，専任教員交代に係る学生の履修等への影響に関す

　　　　る「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　前任者，後任者共に母国語が「英語」で，高岡短期大学の外国人教師，他大学の外国語「英語」の非常勤講師を経験し
ており，学生の履修等への影響はないものと考える。

23



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

認　　 可　　 時 該当なし

（17年10月１日）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（18年５月１日）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（19年４月20日）

６　留意事項に対する履行状況等

（注）１　「認可時」欄には，当該大学等の設置認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は

　　　４　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　に対する履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付け

　　　３　入学定員超過に係る留意事項への履行状況については，４月２０日現在で記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，

　　　　毎年度，具体的に記入し，報告年度（丸数字）を付記してください。

　　　２　「設置計画履行状況調査時」欄には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項

　　　　る資料を添付してください。
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認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

７　その他全般的事項

＜芸術文化学部　芸術文化学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（２） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　　（別紙のとおり）

　ｂ　公表方法

　　・ホームページ上に公開予定

　　・評価項目

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成22年10月１日　公表予定

　　　⑦　社会との連携に関すること。

　　　⑧　管理運営及び財政に関すること。

　　　⑨　自己点検・評価に関すること。

　　　①　教育理念及び目標に関すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　②　教育活動に関すること。

　　　③　研究活動に関すること。

　　　④　教員組織に関すること。

　　　・平成２０年度に評価機関大学評価・学位授与機構の評価を受けるべく，学内で検討中

　　　⑤　施設設備に関すること。

　ｃ　認証評価を受ける計画　

　　　⑩　組織の活動に関すること。

　　　⑪　その他必要と認めること。

　　　⑥　国際交流に関すること。
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　　　　　記入方法は，欄内には（別紙のとおり）とし，Ａ４版１枚程度で作成した別紙を添付してください。

　　　　　なお，「Ｂ　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　　３　「(２)　自己点検・評価等に関する事項」については，認可時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わら

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　　無　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（３） 情報提供に関する事項

①　設置認可申請書

②　設置計画履行状況報告書

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　１９年　１０月　１日　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置認可申請書」掲載ページへのリンク

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　１９　年　１０月　１日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　　　４　「(３)　情報提供に関する事項」の「①」及び「②」の「ｃ」について，未公表の場合には，公表後の取扱

　　　　いについて記入してください。

＊学部等のホームページに，設置目的，概要，コースの紹介及びカリキュラム，担当教員の氏名・専門などを掲載して
　いる。これ以外で，設置計画書及び履行状況報告書のどの部分を公開するか，今後検討する。

　　　２　記入事項は，原則として，設置認可申請書の「設置の趣旨及び特に設置を必要とする理由を記載した書類」

　　　　の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　　　　ず記入してください。また，「Ａ　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，積極

　　　　的な評価を行う場合，できるだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

（注）１　項目は，１～６の項目により記入した事項以外で，認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
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別紙 

 
27 

Ａ 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 

１．入学者選抜試験について 

 従来の美術学部を目指す志願者に加え，高等学校普通科や実業科卒業生など，芸術と芸術文化に関心を持

つ学生を幅広く受け入れるため，推薦入学，帰国子女・社会人特別選抜，一般選抜（前期・後期）を行った。

倍率は，次のとおり。 

 推薦入学(募集35人)3.54倍 一般選抜 前期日程(募集57人)2.88倍 後期日程(募集23人)10.6倍 

  

２．融合教育について 

 芸術文化学部の理念の一つである融合教育を実現するために，①授業時間割の作成②コース履修モデルの

作成③学生への履修指導④メンター制度を推進した。 

① 授業時間割の作成 

 平成18年度の前期において，学生がコース横断的に幅広い分野の科目を履修できる状況が得られたが，

実習科目においては予想の人数を大きく上回る授業があり，設備等の制約から複数クラスにわけるなどの

対策をとった。また，後期実習科目の時間割を見直し，特定の科目に学生が集中しないように工夫した。

平成19年度入学生に対しては前年度の経験を生かして前期実習科目の時間割を見直した。 

② コースの履修モデルの作成 

 コースの履修モデルにおいては，前提として履修しておくことが望ましい科目を明らかにして科目間の

連続性をより明確にし，学生が効率よく履修計画をたてられるように配慮した。 

③ 学生への履修指導 

 学生がコース横断的に幅広い分野の科目を履修するためには，科目内容や科目間の連続性をよく理解す

る必要があり，平成18年度入学生に対して後期が始まる前の９月と２年生の前期が始まる前の２月に履

修説明会を行った。その際，実習科目の受講調査も行い，設備や教員数にあわせて履修調整を行った。授

業時間割の改善の効果もあり，全員が第一希望の実習科目を受講することができた。また，平成19年度

入学生に対しては新入生合宿研修での履修指導と実習科目の受講調査を行った。 

④ メンター制度の実施 

 融合教育を推進するために，コース横断的な仕組みとして設けたメンター制度では，新入生合宿研修に

つづき，５月～６月にかけて学生の状況を把握するための面談，９月と２月の履修説明会に合わせたコー

ス横断的履修に関する面談を実施し，学生の要望を把握し，履修時間割作成などへの反映に努めた。また，

メンター教員の意識を高めるために広島大学から講師を招き，学生支援とメンターについての研修会を開

催した。 

 

３．地域社会への貢献について 

○富山県と富山大学は，平成17年11月に包括的な連携協定を締結し，芸術文化学部は次の事業に参画し

た。 

 ①地場産業デザイン活性研究会事業として，地場産業企業に対して，商品企画や商品販売のマーケテ 

 ィング戦略，デザイン戦略の理解を促進し，魅力有る商品や独自ブランド等を構築し，県内企業の競 

 争力の向上を図っていくことを目的に芸術文化学部による「県・デザイン研究会」のセミナー及び商 

 品開発のためのワークショップ等を実施した。 

 ②本学部と富山県立近代美術館との共同研究により，美術教材の開発を行っている。また，企画展「椅 

 子の森から 20世紀の椅子コレクションより」への協力をするとともに，小学生を対象としたワー 

 クショップに学生もスタッフとして参画した。 

○構造改革特区「高岡市ものづくり・デザイン人材育成特区」が認可され，高岡市教育委員会では「もの

づくり・デザイン科」を新設した。本学部では，児童・生徒へ指導する教員への研修等に協力した。 

○高岡市・財団法人高岡市民文化振興事業団との共催による「古城の森に響く新しい音楽会－万葉と舞楽

の世界－」を開催し，その中で文化創造のあり方を探り，新・高岡市を舞台に地域文化の発信を試みる「高

岡国際文化サミット By Geibun」を主催した。 

○高岡商工会議所は，中小企業庁が支援するＪＡＰＡＮブランド育成支援事業（戦略策定事業）に採択さ

れた。本学部は，事業遂行の企画及び基本戦略策定に向け協力した。 


